











































































































活動支援ソフトウェアを生成する.ただし通常，分散コンポーネントは 3 次元的形状や 3 次元的位
置を持たないため，分散コンポーネントに対する 3 次元的操作を定義することができない.そこで，
本提案法では，分散コンポーネントに 3 次元的形状を付与したモデルを導入して， 3 次元的操作は分
散コンポーネントではなくこのモデ、ルに対して加えるものとする.そして， 3 次元的操作によって「あ














































第4 章では、現実空間での活動様式である 3 次元的動作に従ってソフトウエアコンポー
ネン卜を組み合せ、活動支援のソフトウェアを生成する手法を提案している。すなわち、
個々のソフトウエアコンポーネントに 3 次元的形状を付与したモデルを導入し、利用者が
モデルに対して加える 3 次元的操作に従ってモデルの相互関係を定義し、これをもとにコ
ンポーネントの組み合わせを行う。プロトタイプを用いた実験により、現実空間と同様の
感覚で操作できるソフトウェアが生成されることを確認した。この成果は、ディジタル空
間を利用者にとって恩"染み易いものとし、専門知識に乏しい利用者でもディジタル空間の
恩恵を得られるようにするための手法として評価される。
第 5 章は結論である。
以上要するに本論文は、ディジタル空間での活動を利用者に理解しやすい形で表現する
ための新しい手法を提案したもので、ディジタル空間を活用したコミュニケーション、な
らびに情報基礎科学の発展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は、博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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